
 

 

 

３．高速道路と一般道路の所要時間の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊田ＪＣＴ～草津ＪＣＴ間の名神ルートと新名神ルート両方の所要時間を測定したところ、名神ルートと比較し

て新名神ルートの方が平日では約３０分短いことが確認されました。 

また、開通前後における一般道路の亀山市役所～草津市役所間の所要時間を測定したところ、平日におい

て約２０分短いことが確認されました。 
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豊田JCT⇔草津JCT間の所要時間

一般国道１号の所要時間と交通量の変化 

高速道路の所要時間の変化 

信楽～草津田上 
25,900台/日 

亀山JCT～甲賀土山
26,800台/日 

甲賀土山～信楽 
26,100台/日 

※１ 

※２ 

※３ 

※４ ※５ 

※名神ルート、新名神ルートともに、平成20年２月28日(木)の

実走による計測値の平均値。（朝、昼、夕の各時間帯にお

いて、上り・下り方向別に実走。実走とは、概ね走行車線を

制限速度以下で走行すること）  

 

※３ 交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

※４ 新名神開通前は、平成１９年２月２５日（日）から３月３日（土）までの

日平均交通量を記載。 

※５ 新名神開通後は、平成２０年２月２４日（日）から３月１日（土）までの

日平均交通量を記載。 

※１ 新名神開通前は、平成２０年２月１９日（火）、２月２１日

（木）の実走による計測値の平均値。 

※２ 新名神開通後は、平成２０年２月２６日（火）、２月２８日

（木）の実走による計測値の平均値。 

（実走とは、周辺の交通の流れに沿って走行すること） 


